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QE for Capacitive Touch V4.3.0 

リリースノート 

ルネサスソリューション・ツールキット － 各種アプリケーション対応開発支援ツール 

QE (Quick and Effective Tool Solution) 製品である、QE for Capacitive Touch V4.3.0 を

ご使用いただきまして誠にありがとうございます。 

このリリースノートでは、本製品のインストール方法および、制限事項等を記載しております。ご使用の

前に、必ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 
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1. QE for Capacitive Touchについて 

1.1 製品の概要 

QE for Capacitive Touchは、統合開発環境 e2 studio上で動作するソリューション・ツールキットのひと

つです。RXファミリ／RAファミリ／RL78ファミリ／Renesas Synergy マイコンの静電容量式タッチセ

ンサを使用した組み込みシステム開発において、タッチインタフェースの初期設定や感度のチューニングを

簡単に行え、開発期間の短縮が実現できます。 

 

本製品を使用するためには、RXファミリ／RAファミリ／RL78ファミリ／Renesas Synergy マイコン

のプロジェクト生成と静電容量式タッチセンサ関連の CTSUドライバ／タッチ ミドルウェアの追加が必要

となります。 

 

1.2 製品の機能 

以下 3つの機能により、静電容量式タッチセンサを使用したアプリケーション開発が簡単に行えます。 

 

1. ボタン等のタッチインタフェースの配置とタッチセンサ(電極)の割当を、視覚的に設定できる「タッチ

インタフェース構成の作成機能」 

2. タッチインタフェースのオフセットや感度などを自動的にチューニングできる「チューニング機能」 

3. タッチインタフェースの動作をモニタリングでき、さらにパラメータの細かな調整が可能な「モニタリ

ングとパラメータ調整機能」 
 
また、e-AIを利用したジェスチャアプリケーション開発を簡単に行えます。工程が多く難易度の高い AI

アプリ開発を QEの 3つの機能「レコーディング機能」／「AI生成機能」／「モニタリング＆チューニン

グ機能」がサポートし、AIの専門スキル不要で誰でも AIアプリ開発をすることができます。 

 

1.3 新機能 

1.3.1 診断機能の改善(CTSU2) 

CTSU2デバイスの診断機能を改善しました。診断機能の詳細は以下のアプリケーションノートを参照し

てください。 

 RXファミリ QE CTSU モジュール Firmware Integration Technology 

 RL78ファミリ CTSU モジュール Software Integration System 

※診断機能を使用する場合は、「シールド端子」「温度補正端子」「電流センサ」「MEC」以外のタッチ

I/Fが必要となります。 

 

 

1.3.2 アドバンスドモード設定の変更 

アドバンスドモードの設定について、以下の変更を行いました。 

 

1.3.2.1 送信電源設定 (CTSU2) 

1. 送信電源の設定項目「VCC」の名称を、デバイス毎の正しい名称に変更しました。 

 

デバイス 変更前 変更後 

RX VCC VCC 

https://www.renesas.com/document/apn/rx-family-qe-ctsu-module-using-firmware-integration-technology
https://www.renesas.com/document/apn/rl78-family-ctsu-module-software-integration-system?srsltid=AfmBOorIUaR3jERJt0xWD41fRNx2J-Tq4eSSm6DO2Zs9MkBgFh9zuEME
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RA / Synergy VCC/AVCC 

RL78 VDD/EVDD 

 

2. 「自動」選択時のデフォルト設定の見直しを行いました。 

 

タッチインタフェース構成 変更前 変更後 

自己容量 (シールド端子なし) VCC 内部ロジック電源 

自己容量 (シールド端子あり) 内部ロジック電源 内部ロジック電源 

その他 VCC(専用) VCC(専用) 

※「自己容量 (シールド端子なし)」の場合のみ設定を変更。 

 

1.3.2.2 ベースクロック周波数/センサドライブパルス周波数設定 (スライダ/ホイール) 

スライダ/ホイールに関して、任意の TS端子のベースクロック周波数/センサドライブパルス周波数設定

を変更した場合、スライダ/ホイールを構成するその他の TS端子も同じ設定になるように改善しました。 

 

1.3.2.3 計測時間設定 

計測値がオーバーフローする可能性がある計測時間を設定した場合にエラーとなるように改善しました。 

 

1.3.3 不具合修正 

以下の不具合を修正しました。 

1. チューニング後に CapTouchワークフロー(QE)ビューでタッチインタフェース構成を変更した場

合、CapTouchマルチ・ステータス・チャート(QE)ビューで表示される静電容量の値が正しくない問

題を修正しました。 

2. CTSU1デバイスでアドバンスドモードのベースクロック設定に表示される周波数の値が正しくない

問題を修正しました。 

3. ツールニュース（R20TS1229JJ0100）に掲載の CTSUドライバの計測結果に関する注意事項、およ

び本製品のチューニング機能に関する注意事項は対応済みです。 

 

1.3.4 使用上の注意事項の改善 

本製品 V4.2.0リリースノートに記載の、以下の使用上の注意事項を改善しました。 

1. 標準偏差の計測結果における SNRSUM値は参考値のため削除しました。（V4.2.0リリースノート

3.1.4節） 

2. CapTouchボード・モニタ(QE)ビューのセンサドライブパルス周波数に実際のセンサドライブパルス

周波数が表示されるように改善しました。（V4.2.0リリースノート 3.1.4節） 

3. 診断機能と DTC機能を組み合わせて使用する場合のサンプルコードを改善しました。（V4.2.0リ

リースノート 3.1.10節） 

4. CapTouch ワークフロー (QE) ビューが不正な表示になる問題を改善しました。（V4.2.0リリース

ノート 3.1.15節） 

5. RAデバイスのプロジェクトを CapTouchワークフロー(QE)ビューで選択している際に、e2 studioが

起動しない場合がある問題を改善しました。（V4.2.0リリースノート 3.1.16節） 
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1.4 動作環境 

1.4.1 プラグイン版 QEの動作環境 

Windows 11 

Renesas e2 studio 2025-12 

※e2 studio 2025-07以前のバージョンをお使いの場合、2025-12へ更新してください。 

 

1.4.2 スタンドアロン版 QEの動作環境 

Windows 11 

 

1.5 動作確認済みデバッグツール 

• RXファミリ 

⎯ E2エミュレータ 

⎯ E2エミュレータ Lite 

⎯ J-Link 

• RAファミリ 

⎯ E2エミュレータ 

⎯ E2エミュレータ Lite 

⎯ J-Link 

• RL78ファミリ 

⎯ E2エミュレータ 

⎯ E2エミュレータ Lite 

• Renesas Synergy 

⎯ J-Link 

  

1.6 対応マイコン 

• RXファミリ（静電容量式タッチセンサを内蔵する MCUのみ） 

⎯ RX100シリーズ：RX113、RX130、RX140 

⎯ RX200シリーズ：RX230、RX231、RX23W、RX260、RX261 

⎯ RX600シリーズ：RX671 

• RAファミリ（静電容量式タッチセンサを内蔵する MCUのみ） 

⎯ RA0シリーズ：RA0L1 

⎯ RA2シリーズ：RA2A1、RA2E1、RA2L1 

⎯ RA4シリーズ：RA4L1、RA4M1、RA4M2、RA4M3、RA4W1 

⎯ RA6シリーズ：RA6M1、RA6M2、RA6M3、RA6M4、RA6M5 

• RL78ファミリ（静電容量式タッチセンサを内蔵する MCUのみ） 

⎯ RL78/F22 

⎯ RL78/F25 

⎯ RL78/G16 

⎯ RL78/G22 

⎯ RL78/G23 

⎯ RL78/L23 

• Renesas Synergy（静電容量式タッチセンサを内蔵する MCUのみ） 

⎯ S1シリーズ：S124、S128、S1JA 

⎯ S3シリーズ：S3A1、S3A3、S3A6、S3A7 

⎯ S5シリーズ：S5D3、S5D5、S5D9 

⎯ S7シリーズ：S7G2 
 

 



QE for Capacitive Touch V4.3.0 リリースノート 

R20UT5796JJ0120  Rev.1.20  Page 6 of 18 

Apr.20.26  

1.7 対応ソフトウェア 

• 静電容量式タッチセンサ用ドライバ／ミドルウェア 

⎯ RXファミリ用 Firmware Integration Technology (FIT) 

➢ CTSU用ドライバ：r_ctsu_qe V3.30 

➢ タッチ用ミドルウェア：rm_touch_qe V3.30 
⎯ RAファミリ用 Flexible Software Package (FSP) 

➢ CTSU用ドライバ：r_ctsu V6.4.0 

➢ タッチ用ミドルウェア：rm_touch V6.4.0 

※診断機能を使用する場合は、次版を使用してください。 
⎯ RL78ファミリ用 Software Integration System (SIS) 

➢ CTSU用ドライバ：r_ctsu V2.30 

➢ タッチ用ミドルウェア：rm_touch V2.30 
⎯ Renesas Synergy用 Synergy Software Package (SSP) 

➢ CTSU用ドライバ：r_ctsuv2 V2.6.0 

➢ タッチ用フレームワーク：sf_touch_ctsuv2 V2.6.0 
 

 

  



QE for Capacitive Touch V4.3.0 リリースノート 

R20UT5796JJ0120  Rev.1.20  Page 7 of 18 

Apr.20.26  

2. インストール／アンインストールについて 

2.1 本製品のインストール方法 

本製品をインストールするには、下記のいずれかの手順で行います。 

 

2.1.1 e2 studioの Renesas Software Installerからインストールする場合【プラグイン版 QE】 

1. e2 studioを起動する。 

2. [Renesas Views]→[Renesas Software Installer]メニューを選択し、[Renesas Software Installer]ダイア

ログを開く。 

3. [Renesas QE]を選択し、[次へ(N)>]ボタンを押下する。 

4. [QE for Capacitive Touch (v4.3.0)]チェックボックスをチェックし、[終了(F)]ボタンを押下する。 

5. [インストール]ダイアログで[Renesas QE for Capacitive Touch]チェックボックスがチェックされている

ことを確認し、[次へ(N)>]ボタンを押下する。 

6. インストール対象が[Renesas QE for Capacitive Touch]となっていることを確認し、[次へ(N)>]ボタンを

押下する。 

7. ライセンスを確認した後、ライセンスに同意できる場合は[使用条件の条項に同意します(A)]ラジオ・ボ

タンを選択し、[終了(F)]ボタンを押下する。 

8. 信頼する証明書の選択ダイアログが表示された場合、表示された証明書をチェックした後、[OK]ボタン

を押下してインストールを継続する。 

9. e2 studioの再起動を促されるので再起動を行う。 

10. e2 studioの[Renesas Views]－[Renesas QE]メニューより本製品を起動する。 

本製品の使い方は e2 studioの[ヘルプ]メニューから、QEの項目を参照してください。 
 

 

2.1.2 Webから QEをダウンロードしてインストールする場合 

ダウンロードした zipファイルには、プラグイン版 QEとスタンドアロン版 QEが同梱されています。 

 

2.1.2.1 プラグイン版 QEをインストールする場合 

1. ダウンロードした zipファイルの内容を展開する。 

2. e2 studio を起動する。 

3. [ヘルプ(H)]→[新規ソフトウェアのインストール...]メニューを選択し、[インストール]ダイアログを開

く。 

4. [追加(A)...]ボタンを押下し、[リポジトリーを追加]ダイアログを開く。 

5. [アーカイブ(A)...]ボタンを押下し、開いたファイル選択ダイアログで、インストール用ファイル(QE-

CapTouchフォルダ以下にある zip ファイル)を選択し、[開く(O)]ボタンを押下する。 

6. [リポジトリーを追加]ダイアログで、[OK]ボタンを押下する。 

7. [インストール]ダイアログに表示された[Renesas QE]項目を展開し、表示された[Renesas QE for 

Capacitive Touch]チェックボックスをチェックし、[次へ(N)>]ボタンを押下する。 

*このとき、[必要なソフトウェアを見つけるために、インストール中に更新サイト全てに接続]チェック

を外すことでインストール時間を短縮できます。 

8. インストール対象が[Renesas QE for Capacitive Touch]となっていることを確認し、[次へ(N)>]ボタンを

押下する。 

9. ライセンスを確認した後、ライセンスに同意できる場合は、[使用条件の条項に同意します(A)]ラジオ・

ボタンを選択して[終了(F)]ボタンを押下する。 

10. 信頼する証明書の選択ダイアログが表示された場合、表示された証明書をチェックした後、[OK]ボタン

を押下してインストールを継続する。 

11. 画面の指示に従い、e2 studio の再起動を行う。 

12. e2 studio の[Renesas Views]－[Renesas QE]メニューより本製品を起動する。 
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2.1.2.2 スタンドアロン版 QEをインストールする場合 

1. ダウンロードした zipファイルの内容を展開する。 

2. 展開された QE-CapTouchフォルダを任意のフォルダへ移動する。 

*このとき、移動先としてWindowsフォルダや Program Filesフォルダ、名前にスペースが含まれる

フォルダなどは避けてください。 

3. QE-CapTouch¥eclipseフォルダ以下にある qe-captouch.exeより本製品を起動する。 
 

 

2.2 本製品のアップデート方法【プラグイン版 QE】 

本製品を既にインストールしている場合には、インストール方法 2.1.2.1と同じ手順でアップデートでき

ます。 

 

2.3 本製品のアンインストール方法 

本製品をアンインストールするには、下記の手順で行います。 

 

2.3.1 プラグイン版 QEをアンインストールする場合 

1. e2 studio を起動する。 

2. [ヘルプ(H)]→[e2 studioについて(A)]メニューを選択し、[e2 studioについて]ダイアログを開く。 

3. [インストール詳細(i)]ボタンを押下し、[e2 studio のインストール詳細]ダイアログを開く。 

4. [インストールされたソフトウェア]タブに表示されている[QE for Capacitive Touch]を選択し、[アンイン

ストール(U)...]ボタンを押下して、[アンインストール]ダイアログを開く。 

5. 表示された内容を確認し、[終了(F)]ボタンを押下する。 

6. e2 studio の再起動を促されるので再起動を行う。 
 

 

2.3.2 スタンドアロン版 QEをアンインストールする場合 

1. 任意のフォルダへ移動させた QE-CapTouchフォルダを削除する。 
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3. 注意事項／制限事項について 

3.1 使用上の注意点 

以下の事項に注意してご使用ください。 

 

3.1.1 CTSUへの供給クロックに関する注意点 

1. CTSUへの供給クロック（PCLKBや fCLK）は以下の周波数以上にしてください。それ未満の周
波数はサポートしていません。 

・ CTSU：8MHz 

・ CTSU2：1MHz 

 

3.1.2 RA4L1使用時の注意点 

1. RA4L1を周囲温度 85℃を越える条件で使用する場合、QE for Capacitive Touchのタッチセンサ
の調整によるセンサドライブパルス周波数が高すぎることにより正しい計測値が得られない場
合があります。 

計測値が小さいなど不安定な場合は、このケースに該当する可能性があるので、安定した計測
値が得られるようにセンサドライブパルス周波数を下げることを検討ください。 

 

3.1.3 チューニング機能の注意点 

 

1. 対象プロジェクトにデバッグ構成が複数存在する場合、自動調整に失敗することがあります。 

対象プロジェクトのデバッグが IDEの機能で実行できるかを確認してください。対象プロジェ
クトにデバッグ構成が複数存在する場合、最後にデバッグしたデバッグ構成を自動調整で使用
します。最後にデバッグしたデバッグ構成が自動調整対象のプロジェクトと異なる場合、デ
バッガを起動できません。自動調整を開始する前に、いったん対象のプロジェクトをデバッグ
してください。 

2. [自動調整処理中]ダイアログがキー入力待ちになっている場合、[キャンセル]／[ヘルプ]ボタンは
押下できません。 

キー入力待ちの処理を実施してから[キャンセル]／[ヘルプ]ボタンを押下してください。 

3. サブクロック未搭載のボード（例：RA2L1搭載静電容量タッチ評価システム）を利用する場
合、プロジェクトが main()関数まで実行されず、チューニング機能が利用できません。 

FSPの[BSP]プロパティ- [Subclock Populated] 設定を「Not Populated」に変更してください。 

4. RL78/G22を使用する場合、電流センサを含んだタッチ I/F構成に対してチューニング機能は利
用できません。 

5. チューニング機能の利用時はウォッチドッグタイマ(WDT)を利用しないでください。チューニン
グ実行中はWDTのカウンタのクリアが行われないため、カウンタがオーバーフローしてリセッ
トが発生します。これによりチューニングに失敗します。 

6. シリアル通信を用いたチューニング時に、ユーザープログラムのタイマ割り込みとチューニン
グ処理内の UART受信割り込みがバッティングする場合、チューニングが開始できません。
UART受信割り込みの優先度を高くするか、タイマを使用しないようにしてください。 

7. 以下のタッチ I/Fはシリアル通信を用いたチューニングは未対応です。 

・ 3Dジェスチャ 

・ タッチパッド 

・ 電流センサ 

8. タッチ判定(SMS)が有効なタッチ I/F構成でシリアル通信を用いたチューニングを行う場合は、
以下の手順を実施してください。 

① タッチインタフェース構成の選択ダイアログで、タッチ判定(SMS)を無効にする。 

② 調整用ファイルを出力する。 

③ タッチインタフェース構成の選択ダイアログで、タッチ判定(SMS)を有効にする。 

④ チューニングを実施する。 

 

 



QE for Capacitive Touch V4.3.0 リリースノート 

R20UT5796JJ0120  Rev.1.20  Page 10 of 18 

Apr.20.26  

3.1.4 モニタリング機能の注意点 

 

1. RXファミリでシリアル通信を用いたモニタリングを行う場合、SCI FITモジュール(r_sci_rx)の
TXバッファサイズを QEのモニタリングバッファ(g_touch_monitor_buf)のサイズと同じ大きさ
で確保してください。 

QEのモニタリングバッファのサイズは、TOUCH_MONITOR_BUFFER_SIZEマクロで定義さ
れた数値です。 

2. RL78 ファミリの場合はエミュレータのデータレートが低く、ボタン数が多くなるとエミュレー

タを用いたモニタリングができません。この場合は、シリアル通信を用いてモニタリングを行っ

てください。 

3. RL78/G16でシリアル通信を用いたモニタリングに中にメモリアクセスを行う場合は、以下の設
定が必要となります。 

・ スマート・コンフィグレータで「疑似 RRM/DMM機能設定」を「使用する」に設定する。 

・ プロジェクトの C/C++ビルド設定で「ツール設定」-「Linker」-「デバイス」-

「RRM/DMM機能用ワーク領域を確保する(-rrm)」でアドレスを指定し、RAMの先頭 4バイ
トを使用しないようにする。 

・ デバッグの構成で「Debugger」-「デバッグ・ツール設定」-「実行を一瞬停止してメモリ
アクセスする」を「はい」にする。 

4. CapTouchパラメータ一覧(QE)ビューでタッチ I/Fを選択しても、内容が表示されない場合があ
ります。 

CapTouchパラメータ一覧(QE)ビューを 1度閉じてから、再度開いてください。 

5. CapTouchパラメータ一覧(QE)ビューで 1度に複数のパラメータをターゲットボードに書き込
む場合、一部のパラメータが書き込めない場合があります。 

再度ターゲットボードへの書き込みを行ってください。 

 

3.1.5 シリアル接続の注意点 

 

1. Fast Prototyping Board (FPB) に対してシリアル接続する場合は、FPB付属のドキュメントおよ
び FPBのユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

3.1.6 タッチインタフェース構成作成時の注意点 

 

1. タッチインタフェース（ボタン、スライダー、ホイールなど）の数によってはマイコンの RAM

サイズをオーバーしてしまう可能性があります。タッチ機能およびユーザープログラムで使用
されるメモリ容量を考慮してタッチインタフェース構成を作成してください。特に RL78/G16

は RAMサイズが最大 2Kバイトのため、ご注意ください。 

2. 異なるマイコン間でタッチインタフェース構成を流用する場合は、流用後に改めてタッチインタ

フェース構成を確認してください。 

 

3.1.7 スタンドアロン版 QEの注意点 

 

1. 各ビューの内部ツールバーボタンの有効／無効の切り替わりが遅いことがあります。 

いったん別のビューにフォーカスを移してください。 

2. スタンドアロン版 QEにおいて、3Dジェスチャ認識機能は使用できません。 

プラグイン版 QEを使用してください。 

 

3.1.8 TrustZone使用時の注意点 

 

1. 非セキュア側でエミュレータを用いたチューニングは実施できません。 

対処： 

以下のいずれかを実施してください。 
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・ シリアル通信を用いたチューニングを実施する。 

・ セキュア側でエミュレータを用いたチューニングを実施し、その結果を使用する。 

2. ハードウェアタッチ判定のモニタリングには対応していません。 

 

3.1.9 ハードウェアタッチ判定機能の注意点 

 

1. ハードウェアタッチ判定機能のみ使用し、ソフトウェア判定を使用しない場合、スマート・コン

フィグレータで Touchミドルウェアは追加しないでください。使用例は QEが示すサンプルコー

ドを参照ください。 

2. ハードウェアタッチ判定機能を使用する場合は、シリアル通信を用いたチューニングおよびモ
ニタリングは使用できません。 

3. モニタリングを開始しても、データが更新されない場合があります。 

プログラムを一時停止、再開した後に、再度モニタリングを開始してください。 

4. RAファミリでハードウェアタッチ判定を使用する場合は、FSPの DTC モジュール(g_transfer0 

/ g_transfer1)の[Number of Transfer Descriptors]を以下の値に設定にしてください。 

 

 g_transfer0 g_transfer1 

ハードウェアタッチ判定(VMM)の場合 8 5 

ハードウェアタッチ判定(JMM)の場合 6 5 

ハードウェアタッチ判定(VMM + JMM)の場

合 

8 5 

 

5. CapTouchパラメータ一覧ビューでタッチ閾値およびヒステリシスの値を変更し、ターゲット
ボードへの書き込みを行うと指定した値に変更できない、または指定した値と異なる値に変化
することがあります。 

タッチ閾値の場合、ヒステリシスの値を十分に小さい値に変更してから書き込みを行ってくだ
さい。 

ヒステリシスの場合、タッチ閾値の値を十分に大きい値に変更してから書き込みを行ってくだ
さい。 

 

3.1.10 CapTouch ワークフロー (QE) ビューの注意点 

 

1. CapTouch ワークフロー (QE) ビューでチュートリアル動画を再生中に、動画を最大化した状

態で e2 studio のウィンドウの[最大化]／[元に戻す (縮小)]ボタンを押すと、再びチュートリアル

動画を最大化することができなくなります。 

Cap Touch ワークフロー (QE) ビューを 1度閉じてから、再度開いてください。 

2. PC に WebView2 ランタイムがインストールされていない環境では、ワークフローを表示でき

ません。 

Microsoft社のWebページからWebView2(x64版)をインストールしてください。(FAQ:3000670) 

3. CapTouch ワークフロー (QE) ビューを開いた時の表示画面作成中に e2 studio を終了すると、

バックグラウンドプロセスが終了せず e2 studioが起動できなくなることがあります。 

その場合は、タスクマネージャーのバックグラウンドプロセスから e2 studio.exe のタスクを終

了してください。 

 

3.1.11 ビューの操作に関する注意点 

1. QE for Capacitive Touchの各ビューをフローティングさせる(e2 studio上から分離させる)と正し
く動作しない場合があります。 

各ビューはフローティングさせずに使用してください。 

2. 以下の操作を実施した場合、CapTouchステータス・チャート(QE)ビューが複数表示されます。
この場合は、CapTouchモニタ (QE)パースペクティブのリセットを行ってください。 

① CapTouchモニタ(QE)パースペクティブが追加されていない状態で、CapTouchステータ
ス・チャート (QE)ビューをエディタ領域に表示する。 

https://ja-support.renesas.com/knowledgeBase/20814209
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② CapTouchモニタ(QE)パースペクティブを新規追加する。 

 

3.1.12 Renesas Synergyプロジェクト使用時の注意点 

 

1. e2 studio 2023-01 以降を使用する場合、タッチインタフェース構成の作成時に無効なタッチセ

ンサが割り付けられていることを示すエラーが表示され、構成を作成できません。 

以下のいずれかの方法で作成してください。 

 スマート・コンフィグレータ上で Touch SSP モジュールを追加する前に、QE でタッ

チインタフェース構成を作成する。 

 e2 studio 2022-10を使用する。 

 
 

3.1.13 インストールに関する注意点 (プラグイン版) 

 

1. プラグイン版 QE for Capacitive Touch V3.5.0以降をインストール時に、[信頼する]ダイアログ

で QE for Capacitive Touchプラグインについて、署名なしと表示されます。 

[署名なし]にチェックを付けて、[Trust Selected]ボタンをクリックしてインストールを続けて 

ください。 

 

3.1.14 ヘルプウィンドウの操作に関する注意点 

 

1. モーダルダイアログを表示中はヘルプウィンドウを操作できません。 

以下のいずれかの方法でヘルプウィンドウを操作してください。 

 1度モーダルダイアログを閉じた後に、ヘルプウィンドウを操作する。 

 以下の設定で、ヘルプウィンドウを外部ブラウザで開くようにする。 

[ウィンドウ(W)]－[設定(P)]メニューを選択し、[設定]ダイアログを表示する。[ヘルプ]を

選択し、[ヘルプ目次を開く(C)]を「外部ブラウザで」に設定する。 

 

3.1.15 ディスプレイの表示設定に関する注意点 

 

1. ディスプレイの表示スケール設定に依っては、本製品の GUI が正しく表示されないことがあり

ます。 

その場合は、Windowsディスプレイ設定の拡大/縮小設定を「100%」にしてください。 

2. 複数のディスプレイを使用しており、各ディスプレイの表示スケール設定が異なっている場合、

e2 studio を別ディスプレイに移動すると本製品が正しく動作しないことがあります。（タッチ

インタフェースをクリックしても選択できないなど。） 

その場合は、e2 studioが起動したディスプレイで e2 studioを使用する、または各ディスプレイ

の拡大/縮小設定を同じにしてください。 

 

3.2 機能制限 

本製品 V4.3.0では、以下の制限事項があります。 

 

3.2.1 スタンドアロン版 QEの制限 

 

1. ヘルプファイルを表示できません。 

 

3.2.2 RL78/G16のチューニングおよびモニタリング機能の制限 
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1. RL78/G16を使用する場合、エミュレータを用いたチューニングおよびモニタリングは利用でき
ません。シリアル通信を用いたチューニングおよびモニタリングをご利用ください。 

※モニタリング中にメモリアクセスによるデバッグを行う場合は、3.1.4モニタリング機能の注
意点を参照してください。 

 

3.2.3 チューニング機能の制限 

 

1. RL78 ファミリにおいてエミュレータを用いたチューニングを実施する場合は、デバッグ用スタッ

ク領域をチューニング用 RAM プログラム領域に重ならないように配置してください。この領域の

配置が重なるとチューニングが正しく実行されません。 

デバッグ用スタック領域の詳細については、ご使用されている RL78 マイコンのユーザーズマニュ

アル ハードウェア編「オンチップ・デバッグ機能」章を参照してください。 

チューニング用 RAMプログラム領域は、以下のように配置されます。(本製品はチューニング用の

プログラムを RAM領域に書き込み実行します。) 

・ RL78/F22：0xFD530 – 0xFF130 

・ RL78/F25：0xFD530 – 0xFF130 

・ RL78/G22：0xFEF00 – 0xFFE00 

・ RL78/G23：0xFCF00 – 0xFEB00 

・ RL78/L23：0xFCF00 – 0xFEC00 
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4. 関連ビデオ 

本製品に関するビデオを多数公開しています。 

 

• QE for Capacitive Touchのご紹介(RX編, 旧バージョン) 

⎯ https://www.renesas.com/video/getting-started-qe-capacitive-touch 

• QE for Capacitive Touchのご紹介(RL78編) 

⎯ https://www.renesas.com/video/getting-started-qe-capacitive-touch-rl78 

• QE for Capacitive Touchのご紹介(RA編) 

⎯ https://www.renesas.com/jp/ja/video/getting-started-qe-capacitive-touch-ra 

• QE for Capacitive Touch[RX] チュートリアル -設定編- (RX編, 旧バージョン) 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-settings 

• QE for Capacitive Touch[RX] チュートリアル -チューニング編- (RX編, 旧バージョン) 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-tuning 

• QE for Capacitive Touch[RX] チュートリアル -モニタリング編- (RX編, 旧バージョン) 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-monitoring 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル 設定(RL78編) 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-settings-rl78 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル チューニング(RL78編) 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-tuning-rl78 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル シリアルモニタリング(RL78編) 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-serial-monitoring-rl78 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル Step1 設定(RA編) 

⎯ https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-tutorial-step-1-configuration-ra 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル Step2 チューニング(RA編) 

⎯ https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-tutorial-step-2-tuning-ra 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル Step3 モニタリング(RA編) 

⎯ https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-tutorial-step-3-monitoring-ra 

• QE for Capacitive Touch 機能紹介 - 標準偏差の測定 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-measuring-standard-deviation 

• QE for Capacitive Touch 機能紹介 - モニタリングログ機能を使ったモニタリング値の確認 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-check-monitoring-values-using-

monitoring-log-feature 

• QE for Capacitive Touch 機能紹介 - CTSU2と QEで実現する 2種類のタッチ判定モード 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-two-types-touch-judgment-modes-ctsu2-

and-qe 

• QE for Capacitive Touch 機能紹介 - CTSU2Sと QEで実現する 2種類のタッチ判定方法 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-two-types-touch-judgment-ctsu2s-and-qe 

• QE for Capacitive Touch 機能紹介 - QE V3.2.0の新ワークフロー 

⎯ https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-feature-new-workflow-diagram-qe-v320 

• QE for Capacitive Touch Tips - チューニング処理中の警告表示 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tips-warning-message-appeared-during-tuning 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル - スタンドアロン版 QEを使ったシリアル通信による調整方法 

⎯ https://www.renesas.com/video/how-tune-serial-communication-using-standalone-app-qe 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル - V1.1互換 APIを利用したタッチ モジュール V2.0への移行

方法 (RX FIT編) 

⎯ https://www.renesas.com/video/how-migrate-touch-modules-version-11-version-20-using-compatible-

apis-qe-tool 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル : プラグイン版 QEを使ったシリアル通信による調整方法 

⎯ https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-tutorial-how-tune-serial-communication-

using-plug 

• 3Dジェスチャ AIソリューション - QE for Capacitive Touchで非接触ユーザーインタフェースの開発が

簡単に 

https://www.renesas.com/video/getting-started-qe-capacitive-touch
https://www.renesas.com/video/getting-started-qe-capacitive-touch-rl78
https://www.renesas.com/jp/ja/video/getting-started-qe-capacitive-touch-ra
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-settings
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-tuning
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-monitoring
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-settings-rl78
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-tuning-rl78
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-serial-monitoring-rl78
https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-tutorial-step-1-configuration-ra
https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-tutorial-step-2-tuning-ra
https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-tutorial-step-3-monitoring-ra
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-measuring-standard-deviation
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-check-monitoring-values-using-monitoring-log-feature
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-check-monitoring-values-using-monitoring-log-feature
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-two-types-touch-judgment-modes-ctsu2-and-qe
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-two-types-touch-judgment-modes-ctsu2-and-qe
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-feature-two-types-touch-judgment-ctsu2s-and-qe
https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-feature-new-workflow-diagram-qe-v320
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tips-warning-message-appeared-during-tuning
https://www.renesas.com/video/how-tune-serial-communication-using-standalone-app-qe
https://www.renesas.com/video/how-migrate-touch-modules-version-11-version-20-using-compatible-apis-qe-tool
https://www.renesas.com/video/how-migrate-touch-modules-version-11-version-20-using-compatible-apis-qe-tool
https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-tutorial-how-tune-serial-communication-using-plug
https://www.renesas.com/jp/ja/video/qe-capacitive-touch-tutorial-how-tune-serial-communication-using-plug
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⎯ https://www.renesas.com/video/3d-gesture-ai-solution-qe-capacitive-touch-makes-it-easy-develop-

contactless-user-interface 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル - ジェスチャデータの作成方法 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-how-create-gesture-data 

• QE for Capacitive Touch チュートリアル - ジェスチャ AIのモニタリング方法 

⎯ https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-how-monitor-gesture-ai 

  

https://www.renesas.com/video/3d-gesture-ai-solution-qe-capacitive-touch-makes-it-easy-develop-contactless-user-interface
https://www.renesas.com/video/3d-gesture-ai-solution-qe-capacitive-touch-makes-it-easy-develop-contactless-user-interface
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-how-create-gesture-data
https://www.renesas.com/video/qe-capacitive-touch-tutorial-how-monitor-gesture-ai
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5. BSD-3-Clauseライセンス 

本製品 V4.2.0から、本製品が出力するソースコードのライセンスを Renesas Default Disclaimerから

BSD-3-Clauseに変更しました。 

BSD 3-Clause License 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ---------------- 

Copyright 2025, Renesas Electronics Corporation and/or its affiliates 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer in the documentation  

and/or other materials provided with the distribution. 

Neither the name of the copyright holder nor the names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software  

without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS “AS IS” AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED  

WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A  

PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY  

DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,  

PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION)  

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING  

NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, 
EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY  

OF SUCH DAMAGE. 
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6. Software Bill of Materials (SBOM) について 

本リリースでは、本製品に含まれる OSS コンポーネントおよびライセンス情報を明示するため、

Software Bill of Materials (SBOM) を公開しています。 

SBOMは SPDX Lite 形式で作成されており、本リリースノートとともに配布されている zip ファイルに

含まれています。 
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改定記録 

Rev. 発行日 

改訂内容 

ページ ポイント 

1.00 Mar.24.26 - 新規作成 

1.10 Apr.06.26 4 1.3.3 不具合修正にツールニュース (R20TS1229JJ0100)の対

応を追加 

12 3.1.14 ヘルプウィンドウの操作に関する注意点に外部ブラウ

ザを使った回避策を追加 

1.20 Apr.20.26 17 6. Software Bill of Materials (SBOM) についてを追加 

 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事項については、本ドキュメントおよびテク

ニカルアップデートを参照してください。 

1. 静電気対策 

CMOS製品の取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。CMOS製品は強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保

存の際には、当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジンケース、導電性の緩衝材、金属ケースなどを利用し、組み立て工程にはアー

スを施してください。プラスチック板上に放置したり、端子を触ったりしないでください。また、CMOS製品を実装したボードについても同様の扱

いをしてください。 

2. 電源投入時の処置 

電源投入時は、製品の状態は不定です。電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。外部

リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状態は保証できません。同様に、内蔵パワーオン

リセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. 電源オフ時における入力信号 

当該製品の電源がオフ状態のときに、入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入に

より、誤動作を引き起こしたり、異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。資料中に「電源オフ時における入力信号」について

の記載のある製品は、その内容を守ってください。 

4. 未使用端子の処理 

未使用端子は、「未使用端子の処理」に従って処理してください。CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっ

ています。未使用端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れたり、入力信号と認識

されて誤動作を起こす恐れがあります。 

5. クロックについて 

リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した

後に切り替えてください。リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロックが十分安定

した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り

替え先のクロックが十分安定してから切り替えてください。 

6. 入力端子の印加波形 

入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。CMOS製品の入力がノイズなどに起因して、VIL（Max.）か

ら VIH（Min.）までの領域にとどまるような場合は、誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定の場合はもちろん、VIL（Max.）から VIH

（Min.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズなどが入らないように使用してください。 

7. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。アドレス領域には、将来の拡張機能用に割り付けられている リザーブアドレス（予約領

域）があります。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

8. 製品間の相違について 

型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してください。同じグループのマイコンでも型名が違うと、フラッ

シュメモリ、レイアウトパターンの相違などにより、電気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ幅射量などが異なる場合が

あります。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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ご注意書き 

1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。回路、ソフトウェアお

よびこれらに関連する情報を使用する場合、お客様の責任において、お客様の機器・システムを設計ください。これらの使用に起因して生じた損害

（お客様または第三者いずれに生じた損害も含みます。以下同じです。）に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

2. 当社製品または本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許

権、著作権その他の知的財産権に対する侵害またはこれらに関する紛争について、当社は、何らの保証を行うものではなく、また責任を負うもので

はありません。 

3. 当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 

4. 当社製品を組み込んだ製品の輸出入、製造、販売、利用、配布その他の行為を行うにあたり、第三者保有の技術の利用に関するライセンスが必要と

なる場合、当該ライセンス取得の判断および取得はお客様の責任において行ってください。 

5. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、リバースエンジニアリング、その他、不適切に使用しないでください。かかる改造、改

変、複製、リバースエンジニアリング等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

6. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図

しております。 

 標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等 

 高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、金融端末基幹システム、各種安全制御装置等 

当社製品は、データシート等により高信頼性、Harsh environment向け製品と定義しているものを除き、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のあ

る機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・システム（宇宙機

器と、海底中継器、原子力制御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、これら

の用途に使用することは想定していません。たとえ、当社が想定していない用途に当社製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その

責任を負いません。 

7. あらゆる半導体製品は、外部攻撃からの安全性を 100％保証されているわけではありません。当社ハードウェア／ソフトウェア製品にはセキュリ

ティ対策が組み込まれているものもありますが、これによって、当社は、セキュリティ脆弱性または侵害（当社製品または当社製品が使用されてい

るシステムに対する不正アクセス・不正使用を含みますが、これに限りません。）から生じる責任を負うものではありません。当社は、当社製品ま

たは当社製品が使用されたあらゆるシステムが、不正な改変、攻撃、ウイルス、干渉、ハッキング、データの破壊または窃盗その他の不正な侵入行

為（「脆弱性問題」といいます。）によって影響を受けないことを保証しません。当社は、脆弱性問題に起因しまたはこれに関連して生じた損害に

ついて、一切責任を負いません。また、法令において認められる限りにおいて、本資料および当社ハードウェア／ソフトウェア製品について、商品

性および特定目的との合致に関する保証ならびに第三者の権利を侵害しないことの保証を含め、明示または黙示のいかなる保証も行いません。 

8. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導

体デバイスの使用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他指定条件の

範囲内でご使用ください。指定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切

その責任を負いません。 

9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする

場合があります。また、当社製品は、データシート等において高信頼性、Harsh environment向け製品と定義しているものを除き、耐放射線設計を

行っておりません。仮に当社製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を生じさせないよう、お客

様の責任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を

行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行って

ください。 

10. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用

を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かかる法令を遵守しないことに

より生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。 

11. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。当社製品お

よび技術を輸出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸出管理関連法規を遵守し、そ

れらの定めるところに従い必要な手続きを行ってください。 

12. お客様が当社製品を第三者に転売等される場合には、事前に当該第三者に対して、本ご注意書き記載の諸条件を通知する責任を負うものといたしま

す。 

13. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。 

14. 本資料に記載されている内容または当社製品についてご不明な点がございましたら、当社の営業担当者までお問合せください。 

注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エレクトロニクス株式会社が直接的、間接的

に支配する会社をいいます。 

注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。 
 

(Rev.5.0-1  2020.10) 

 

本社所在地  お問合せ窓口 
〒135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア） 

www.renesas.com 

 弊社の製品や技術、ドキュメントの最新情報、最寄の営業お問合せ窓

口に関する情報などは、弊社ウェブサイトをご覧ください。 

www.renesas.com/contact/ 

商標について   

ルネサスおよびルネサスロゴはルネサス エレクトロニクス株式会社の

商標です。すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属

します。 

  

 
  

https://www.renesas.com/
http://www.renesas.com/contact/
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